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１ 食育推進体制の整備 

食育推進 
課題 

・今後の人口構成は、管内の高齢化が進み生産人口割合は減少する。 

・県内の年齢階級別一人当たり医療費は、40歳以降で生活習慣病医療

費の割合が増加、60歳以上で50％以上を占める。 

・管内は生活習慣病の疾病別患者割合、健診結果の生活習慣病リス

ク、健診受診者のメタボ・予備軍の割合が県より高い。 

・標準化死亡比は小野市男女、加西市女性は高血圧性疾患が高く、管

内市町はがんや脳血管疾患系に比べ心疾患に高い値を示す。 

・全県では男女とも肥満状態（BMI25 以上）が増加。管内給食施設のう

ち健康増進を目的とする事業所・寮で肥満の割合が高い。 

今年度の 
推進方策 

１ 生活習慣病の発症と重症化予防の普及啓発 

２ 事業所や寮の給食を活用した食育の推進 

成 果 

１ 生活習慣病予防の普及啓発と健康づくりの人材育成を実施 
子育て世代に高血圧予防の普及啓発ができた。健康意識の高い層は

健康づくりの基礎知識を習得し、地域に普及する人材を育成した。 
２ 管内給食施設の現状分析と啓発を実施 

給食や食堂を通じた壮年期の健康づくりの実施ができた。 

今後の 
方向性 

・従業員食堂等を通じた壮年期の食育推進を引き続き支援する。 
・食環境へのアプローチにより健康意識の低い方（健康無関心層）への
啓発を実施する。 

 
２ 会議の開催状況 

実施日時 令和５年３月６日（金）１１時３０分～１２時３０分 

参 集 者 
（ 団 体 数 

及び人数） 
各市町食育推進主管課 ５機関５名 

協議内容 
１ 報告   健やか食育プロジェクト事業の実施状況について 
２ 意見交換 健康増進に向けた食環境整備の取り組みについて 
３ 情報提供 にしわき健幸メニューキャンペーンの取り組み 

今後の 
方策 

・健康づくり等の啓発月間と併せた食品売り場を活用した啓発方法を検討し、市町が

主催する食育推進会議に構成員で参画する管内事業所を依頼候補とする。 

・商品の陳列方法への介入は、院内売店等を候補に実施可否を検討する。 

 

 



３ 食育実践活動の結果 

テーマ 
健康寿命の延伸と健やかな暮らしを支える食育推進 
（生活習慣病の発症と重症化予防に向けた食育） 

対象及び 
参加者数 

①  いずみ会リーダー養成講座受講者  延べ26名 

②  一般県民             5名（資料配付64部） 

③  加東健康福祉事務所管内給食施設  56施設 

事業内容 

日時・場所 内  容 講師・運営スタッフ 
①7月7日(木) 

7月14日(木) 
9月22日(木) 
社総合庁舎 

１ 講話 健康づくりと生活習慣病予防 
２ 演習 日本型食生活の献立作成 健康福祉事務所 

②11月26日(土) 
  10:00-13:00 
  イオン社店 

１ 栄養成分表示の見方を普及啓発 
２ 高血圧予防の啓発及び展示 

兵庫県栄養士会 
地域栄養士会 
健康福祉事務所 

③通年 
社総合庁舎 

１ 管内給食施設（事業所・寮）の分析 
２ 給食を通じた健康づくりの普及啓発 健康福祉事務所 

成 果 

【成果】 
（１）人材育成 

健康意識が高い住民が生活習慣病予防の基礎を習得した。エネルギー量
等を考慮した献立作成により、 
（２）普及啓発 

子育て世代中心に栄養成分表示の見方を普及啓発した。 
（３）給食施設への周知 

事業所・寮の給食施設を実態把握、結果還元をした。生活習慣病予防の 
食事目安としてスマートミールを周知し、栄養士未配置の施設においても
健康づくりに配慮した食事提供の方法を提案した。 
【評価指標と目標値及び達成状況】 

（１）いずみ会リーダー養成講座修了率（100％） 修了率90％ 

（２）普及啓発実施人数（30名） 対面指導16％（資料配付213％） 

（３）周知する事業所及び寮の給食施設数（全56施設） 全施設 

 

今後の 
課題 

・事業所・寮で利用者の健康状態の把握や献立の配慮をはじめとする健康
づくりの推進 
・健康に配慮した食行動を実施するための環境整備の実施 

※プログラムや内容がわかる資料を抜粋し添付すること。 

  



 

 

 

 

 

食と健康ボランティア講座（いずみ会リーダー養成講座）で、 

生活習慣病予防の基礎とその食生活について講話と演習を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活習慣病予防の基礎と食生活について 

肥満予防等からテーマを決めて、 
料理の組み合わせを考えました 

スーパーの敷地内で開催された 
イベントスペースにおいて 
来場者へ高血圧予防の内容を展示・啓発 

1 食で野菜 120g 以上 
取り入れることは始めやすそう 食塩量の調節は難しい 

生活習慣病とは？ 

バランスの良い食事とは？ 

 

 

減塩のコツは？ 

 

高血圧予防と栄養成分表示について啓発 

 
商品の食塩量を知るために 
活用したい栄養成分表示。 
表示の見方を啓発しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食堂の献立基準や目標栄養量がない

施設や従業員の方の健康づくりに役
立つ栄養バランスのとれた食事提供

に活用できる目安として、  
厚生労働省が示した｢生活習慣病の
予防その他の健康増進を目的として

提供する食事の目安｣等に基づいて

作成された“スマートミール”を紹介

しました。  

40 歳代・50 歳代で BMI25 以上の割合が増加 
医療費に占める生活習慣病の割合が増加 

 

食べ方の工夫で 
食塩摂取量を調節できると

お伝えしました。 

従業員食堂の食育推進 

働き世代が過ごす時間の多い職場で食育の推進するため、

管内給食施設へ啓発 

 献立基準や目標栄養量の設定やヘルシーメニューの提供など、  
事業所や寮の給食施設の取組状況を情報提供  


